
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２４年１１月 
【開館時間】平日：午前９時～午後８時 

★日祝：午前９時～午後５時 
 

本 の 森 
２０２４年１１月号 NO.３７２ 

MINAMI OGIKUBO LIBRARY 

 

 

杉並区立南荻窪図書館 
杉並区南荻窪 1-10-2 03-3335-7377 

１１月２４日 和食の日 
和食の食彩が豊かなこの時期に、日本食文化について見

直し、「和食」文化の保護・継承の大切さを考える日とす
るのを目的として、日本記念日協会により認定。 

１１月の 

記念日 

『和食のおさらい事典』後藤加寿子 著/光文社/596.21 ｺ 

五味やうまみについての知識や正しい配膳など、知って
いるようで知らない「和食の基本３５」を紹介する。 

 

おはなし会＝水曜午後３時 赤ちゃんおはなし会＝第３水曜午前１１時 一般（大人向け）イベント  

「リユース市」 
日時：２０２４年１１月１６日（土）・１７日（日）午前９時～午後４時 
場所：南荻窪図書館２階多目的ホール 
図書館での役目を終えた本を、資源の再利用を目的としてお分けするイベントです。 

お１人様１０冊まで（絵本は５冊まで）お持ち帰りできます。お持ち帰り用の袋をご用意下さい。 

 

 

 

  

 

 

今月の大人向けイベント 

一般展示 

芸術の実る秋 

日 月 火 水 木 金 土

1 2

3★ 4★ 5
　休館日

6
おはなし会

7 8 9

10★ 11 12 13
おはなし会

14 15 16
リユース市

17★
リユース市

18 19 20
赤ちゃん
おはなし会

21
　休館日

22 23★

24★ 25 26 27
おはなし会

28 29 30

［昨年の様子］ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人気予約本 BEST１０（２０２４年９月１６日～１０月１５日） 新着図書（毎週、火・金に新着図書到着） 

※ここ１ヶ月間に杉並区で新たに予約が増えた本です。 

 

 

 

『ゆる金継ぎ』 

藤野 佳菜子 著/河出書房新社/752 ﾌ 
 

漆風の合成塗料である「合成うるし」と接着剤をメインの材料とし

て、器の欠けやひびを直す「ゆる金継ぎ」を提案。また、「呼び継ぎ」

という手法を用いた、雑貨やアクセサリーのつくり方も紹介する。 

日本の和菓子の中で、上生菓子と呼ばれる「ねりきり」。

基本的な技術をベースに、針やはさみ、箸などを使い、季節

の花鳥風月をかたどった、より高度で芸術的な美しいねりき

りの作り方を紹介する。 

『米ビジネス』 
芦垣 裕 著/クロスメディア・パブリッシング/616 ｱ 

  

産地によってコシヒカリの味は違うのか？ なぜ無洗米は洗わなくても

いいのか？ 米の値段はどうやって決まるのか？ 日本人の主食である「お

米」の雑学から、米ビジネスの専門知識まで幅広く解説する。 

[秋冬さんぽ] 
秋が過ぎ、まもなく冬が訪れようとしています。

ようやく暑さが去ってすごしやすくなったこの時

期に、散歩に出かけてみてはいかがでしょう？ 

『東京建築さんぽマップ』 
松田 力 執筆・写真撮影/ｴｸｽﾅﾚｯｼﾞ/523 ﾏ 

東京の街並みを散歩しながら、近代建築物を中

心に見て回る５０ルートを紹介。各ルートの総距

離やお勧め休憩スポットなども掲載する。 

[生物多様性について考える] 
私たちは日々様々な生き物と関わり合い、その

繋がりと多様性の中で生活しています。生物多様

性を守る為にできる事を考えてみませんか。 

 
『クワガタムシが語る生物多様性』 

五箇 公一 著/創美社/468 ｺ 

生物多様性とは何か。その概念や危機を解説。

クワガタやミジンコやカエル等、身近な生き物の

物語を通し、生物多様性の真の意味を考える。 

玄関展示 

芸術の実る秋 

『美しいねりきり』 

桔梗 有香子 監修 

日東書院本社 

596.65 ﾆ 

 

 

『よくばり撮影地ガイド』 

阿部 淳一 著/インプレス/743 ｱ 
 

鉄道の里山風景、水鏡の棚田三昧、京都の穴場紅葉、光の都市夜景な

ど、写真愛好家に向けた週末に行ける撮影地ガイド。全国５５のおすす

めルートを季節ごとに分類し、３００点以上の絶景写真を掲載する。 

『イチバン親切な水彩画の教科書』 

上田 耕造 著/新星出版社/724.4 ｳ 
 

水彩画の基本から作品に活かす特殊効果まで、鉛筆の下描きに頼ら

ない直描きの描き方を紹介。「モチーフを使わないで描く」筆使いのト

レーニング法や、思い通りの色をつくるための混色の基本なども収録。 

芸術の秋にちなみ、創作に関する本を集めました。 

自分の思うままに自由に表現することは、達成感と充実感を与えて 

くれます。気になる本を手に取って好きなものを作ってみませんか？ 

『現役航空整備士が書いたかなり 

マニアックなヘリコプター豆知識』 

日本航空技術協会 
編・出版/ 538 ﾆ 

  

『まるごとコントラバスの本』 

森田 哲生 著 
青弓社/763.4 ﾓ 

  

コントラバスの楽しみ

を深める為の知識を凝

縮したガイドブック。

一般の人からの質問に

答えるコラムも掲載。 

 

『世界２８言語図鑑』 

東京外国語大学 
ﾜｰﾙﾄﾞ･ﾗﾝｹﾞｰｼﾞ･ｾﾝﾀｰ 編 

大修館書店/800 ﾄ 
  

２８種の言語の説明や

挨拶、特色などを図版

で紹介。エッセイ、おす

すめ教材も掲載。 

 

『天文学者たちの江戸時代』 

嘉数 次人 著 
筑摩書房/BY ｶ 

  

先行する西洋や中国の

書物と格闘し、暦と宇宙

の研究に情熱を燃やし

た江戸時代の天文学者

達の人生をたどる。 

 

空撮や医療、物資輸送

など、ヘリコプターに

関する疑問に現役の航

空整備士が答える。 

 

 

順位 書名 著者名 出版社 予約数 ジャンル

1 菜食主義者 ハン・ガン クオン 250 小説（韓国）

2 別れを告げない ハン・ガン 白水社 183 小説（韓国）

3 赤と青のガウン 彬子女王 PHP研究所 179 留学記

4 透明な螺旋（文春文庫） 東野圭吾 文藝春秋 145 小説（日本）

5 京都ものがたりの道 彬子女王 毎日新聞出版 139 地理

6 少年が来る ハン・ガン クオン 103 小説（韓国）

7 ルポ超高級老人ホーム 甚野博則 ダイヤモンド社 102 高齢者福祉

8 傲慢と善良（朝日文庫） 辻村深月 朝日新聞出版 101 小説（日本）

8 またうど 村木嵐 幻冬舎 101 小説（日本）

10 百年の孤独（新潮文庫） G.ガルシア＝マルケス 新潮社 100 小説（コロンビア）
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１１月２４日 和食の日 
和食の食彩が豊かなこの時期に、日本食文化について見

直し、「和食」文化の保護・継承の大切さを考える日とす
るのを目的として、日本記念日協会により認定。 

１１月の 

記念日 

『和食のおさらい事典』後藤加寿子 著/光文社/596.21 ｺ 

五味やうまみについての知識や正しい配膳など、知って
いるようで知らない「和食の基本３５」を紹介する。 
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日時：２０２４年１１月１６日（土）・１７日（日）午前９時～午後４時 
場所：南荻窪図書館２階多目的ホール 
図書館での役目を終えた本を、資源の再利用を目的としてお分けするイベントです。 
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芸術の実る秋 
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［昨年の様子］ 




